
教科書を読んで、自分が分か
らないところを考えながら問い
を立てます。さらに、自分なり
に答えを予想しておくと、考え
る力が身につきます。

単元の目標を確認して学習の
計画を立てます。「こうやれば
できそうだ」「この順番で学習
しよう」といった単元全体を見
通すことが重要です。

先生や友達から教わったこと、
自分で調べたことなどを情報と
してとらえて自分の知識に加え
ます。そこで新しい問いが出て
くることがあれば、さらに調べ
たりして情報を加えていきます。

誰かに説明できるように、理解
したことを整理してまとめます。
思考ツールなどを使うのもよいで
しょう。自分の頭の中を見えるよ
うにしていくわけです。文章だけ
でなく、図などと組み合わせると
覚えやすくなります。

理解したことを自分の言葉で
説明します。おたがいに、質問
したり意見を言い合ったりして
交流することで理解が深まって
いきます。

自分でテストをしたりして理
解しているかどうかを確かめま
す。分からなかったことは人に
聞いたり、できるまで繰り返し
て練習したりします。

学習内容だけではなく、自分の
学習方法についても振り返り、良
かったのかどうかを言葉にしてい
きます。そして、次に生かせるよ
うに自分の学び方を改善していく
わけです。

自分はどうやればやる気が高まるのか、
自分で自分をコントロールしてみましょう。
たとえば、以下のようなことです。
○遊びは学習の後にする
○覚えたいことを漫画にする
○将来、役立ちそうだと考える
○図書館に行って学習する
○友達と教え合う・問題を出し合う
○机の上をかたづける など

「学習の目標が
分かったから
こうやれば
できそうだ！」

見通しをもつ
計画を立てる

問いを立てる
答えを予想する

新しい情報を集めて
自分の知識に加える

理解したことを
整理してまとめる

自分で理解度を確かめる
できるまで繰り返す

学習内容を振り返る
学習方法を振り返る

自分の言葉で説明する
交流して理解を深める

自分のやる気をコントロールする

学習方略を身につけよう

学習方略とは、学習をより効果的にす
るための自発的な工夫のことです。
学習は面白くないものだと決めつける

のではなく、どうすれば面白く学習でき
るだろうかと自分で考えて工夫していく
わけです。
タブレット型端末は、そのためのとて

も有効な学習の道具となります。
自分自身で色々とためしながら、自分

に合った学び方を見つけていくことが大
切なのです。

「自分は何を学んだの
かな？」
「自分の学習の仕方は
どうだったのかな？」
「次はこんなことを
やってみたいな」
「こうすればもっとよ
く学べるかも」
など

「分からなかったことが
分かるようになってきた！」

「そもそも〜？」
「なぜ〜？」
「どうやって〜？」
など

「よし
好きな教科から
はじめよう！」

できた
できない

「全部終わったら
遊べるように
しよう！」

自分の学び方が
レベルアップ
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「こうだから
じゃない
かな？」
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